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「
J
R
名
古
屋
駅
の
価
値
向
上
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み
」
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１
．
は
じ
め
に

　
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
は
、
１
日

約
22
万
人
※
が
利
用
す
る
中

部
地
区
最
大
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
で
あ
り
、
中
部
地
区
の

ビ
ジ
ネ
ス
や
商
業
の
中
心

地
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り
駅

利
用
者
数
は
激
減
し
、
駅
は

「
人
が
集
ま
る
場
」
と
い
う

状
況
で
は
無
く
な
り
、
そ
れ

に
伴
い
駅
空
間
・
駅
メ
デ
ィ

ア
の
価
値
も
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
が
徐
々
に
少
な
く

な
り
駅
に
人
が
戻
り
始
め

る
中
、
私
た
ち
は
媒
体
社
と

し
て
駅
空
間
や
駅
メ
デ
ィ

ア
の
価
値
を
高
め
る
取
り

組
み
を
様
々
な
切
り
口
で

進
め
て
お
り
、
今
回
は
そ
の

一
部
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
Ｊ
Ｒ
東
海
公
表
（
２
０
１
８
年
度
乗
車
人
員

新
幹
線･

在
来
線
合
計
）

２
．「
メ
イ
エ
キ
＋
」
に
よ
る
駅
の

価
値
向
上

　

最
初
に
ご
紹
介
す
る
の
が
、
２
０
２
２

年
８
月
に
立
ち
上
げ
た
「
メ
イ
エ
キ
＋
（
プ

ラ
ス
）」
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　
「
メ
イ
エ
キ
＋
」
と
は
、
従
来
の
広
告
枠

の
販
売
と
は
異
な
り
、
企
業
・
地
域
と
の

連
携
に
よ
る
駅
の
価
値
向
上
を
目
的
と
し

「
名
古
屋
駅
＝
名
駅
（
メ
イ
エ
キ
）」
に
体

験
価
値
や
出
逢
い
を
プ
ラ
ス
す
る
と
い
う

発
想
の
も
と
、「
普
段
何
気
な
く
歩
い
て
い

る
駅
コ
ン
コ
ー
ス
（
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
）

が
駅
利
用
者
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
る
場
」

を
創
出
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

　

初
回
の
開
催
は
、
昨
年
８
月
19
日
～
21

日
の
３
日
間
、
国
内
最
大
級
の
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
「CA

M
PFIRE

」
を
提

供
す
る
㈱CA

M
PFIRE

と
と
も
に
、
普

段
手
に
取
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
商
品
を
展
示

す
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ミ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が
少
な
い
中
、

駅
に
来
る
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
多
く

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第1回「メイエキ＋」Supported by CAMPFIRE
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ル
名
古
屋
駅
」
で
発
表
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
第
３
回
目
と
し

て
、
今
年
８
月
17
日
～
20

日
の
４
日
間
、
若
手
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
支
援
事
業
を
行

う
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

㈱artkake

と
と
も
に「
メ

イ
エ
キ+

ア
ト
コ
レ 

駅

の
美
術
館
」
を
開
催
。
30

名
以
上
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

作
品
を
展
示
し
、
最
終
日

は
現
地
で
協
賛
企
業
賞
の

発
表
や
審
査
員
の
講
評
も

行
い
ま
し
た
。
メ
イ
エ

キ+

賞
に
選
ば
れ
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
作
品
は
ポ
ス

タ
ー
化
し
、
９
月
の
約
１

か
月
間
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
に

て
掲
出
、
駅
構
内
を
ア
ー

ト
で
華
や
か
に
彩
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
メ
イ
エ
キ
＋
」
名
称
で
の
L
I
N
E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
も
立
ち
上

げ
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

告
知
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
や
ク
ー
ポ

ン
配
布
と
い
っ
た
機
能
も
持

た
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
カ

ウ
ン
ト
で
は
名
古
屋
駅
関
連

情
報
や
弊
社
が
取
り
組
む
各

施
策
の
発
信
も
行
っ
て
い
ま

　

第
２
回
は
、
昨
年
11
月
21
日
～
23
日
の

３
日
間
、
メ
イ
エ
キ
＋
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

C
G
作
品
総
選
挙　

w
ith 

名
古
屋
モ
ー
ド

学
園
・
Ｈ
Ａ
Ｌ
名
古
屋
」
を
開
催
。
名
駅

に
校
舎
を
構
え
る
モ
ー
ド
学
園
・
Ｈ
Ａ
Ｌ

と
と
も
に
名
駅
エ
リ
ア
の
活
性
化
、
リ
ア

ル
空
間
と
デ
ジ
タ
ル
空
間
の
連
動
を
目
的

に
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
両
校
学
生
の
制
作

作
品
を
展
示
し
て
人
気
投
票
を
実
施
。
投

票
結
果
は
昨
年
12
月
３
日
か
ら
約
２
週
間

開
催
さ
れ
た
メ
タ
バ
ー
ス
内
の「
バ
ー
チ
ャ

３
．
イ
ン
パ
ク
ト
メ
デ
ィ
ア
に
よ

る
駅
メ
デ
ィ
ア
の
価
値
向
上

　

次
に
ご
紹
介
す
る
の
が
、
駅
の
空
間
特

性
を
活
か
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
メ
デ
ィ
ア
の

開
発
に
つ
い
て
で
す
。
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
中

央
コ
ン
コ
ー
ス
は
、
新
幹
線
改
札
の
あ
る

「
太
閤
口
」
と
在
来
線
改
札
の
あ
る
「
桜
通

口
」
を
東
西
に
直
線
で
結
び
、
観
光
客
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
、
学
生
や
主
婦
な

す
。
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス

に
加
え
て
、
L
I
N
E

上
で
も
駅
利
用
者
と
の

接
点
を
つ
く
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
立
体

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
模

索
中
で
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
今
年
12
月
に

東
海
地
区M

aaS

研
究

会
と
と
も
に
、M

aaS

の
普
及
に
つ
な
が
る
展

開
を
行
う
予
定
で
す
。

引
き
続
き
東
海
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
自

治
体
・
企
業
と
の
連
携
、

ま
た
駅
と
の
親
和
性
の

高
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
等
と
の
共
創
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

Ｒ
名
古
屋
駅
利
用
者
の
大
半
が
出
入
り
す

る
「
駅
玄
関
口
」
の
ガ
ラ
ス
扉
と
そ
の
柱

を
メ
デ
ィ
ア
化
し
た
も
の
で
、
ま
さ
に
Ｊ

Ｒ
名
古
屋
駅
の
顔
と
な
る
場
所
で
す
。
ガ

ラ
ス
面
は
Ｈ
6
7
5
×
Ｗ
1
1
3
5
mm

×
10
面
に
加
え
、
柱
の
シ
ー
ト
貼
り
Ｈ

2
6
9
5
mm
×
Ｗ
3
9
8
mm
×
22
面
の
商

×

D
1
2
0
0
mm
の
直
方
体
媒

体
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
名
古

屋
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
み
販
売
し
て

い
た
ス
ペ
ー
ス
を
、
大
型
広
告
メ

デ
ィ
ア
と
し
て
も
販
売
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ

せ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
交
通

広
告
×
S
N
S
に
よ
る
拡
散
を

狙
う
広
告
主
が
増
加
す
る
中
、
名

古
屋
駅
改
札
外
で
も
首
都
圏
等
で

出
稿
の
多
い
B
０

×
５
連
貼
り
×
２

段
と
い
っ
た
大
型

ボ
ー
ド
の
需
要
を

獲
得
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し

た
。
今
で
は
イ
ベ
ン

ト
開
催
よ
り
も
稼

働
が
高
い
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
成
長
、
多

く
の
広
告
主
様
に

ご
活
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
年

度
は
東
京
駅
に
「
グ

ラ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ

ア
東
京
」
も
開
発
、
他
の
駅

に
も
展
開
す
る
予
定
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
最
近
開
発
し

た
「
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ

ア
名
古
屋
桜
通
口
」
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
こ
ち
ら
は
Ｊ

ど
多
く
の
老
若
男
女
が
行
き
交
う
駅
通
路

で
あ
り
、
当
社
在
来
線
交
通
メ
デ
ィ
ア
の

中
で
最
も
価
値
の
高
い
場
所
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
通
路
の
真
ん
中
に
約
77
㎡
の

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、

２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
稼
働
率
が
低
迷
、
空
い
た

ス
ペ
ー
ス
の
活
用
が
喫
緊
の
課
題
で
し

た
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た
の
が
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
の
な
い
時
だ
け
組
み
立
て
式
で
設

置
で
き
る
H
2
4
0
0

×

W
7
2
8
0

品
と
な
り
ま
す
。

　

名
古
屋
市
の
屋
外
広
告
条
例
に
抵
触
し

な
い
よ
う
内
側
の
み
で
の
広
告
掲
出
と
な

り
ま
す
が
、
非
常
に
高
い
視
認
性
を
持
つ

媒
体
で
す
。
こ
れ
ま
で
こ
の
桜
通
口
エ
リ

ア
に
は
新
規
媒
体
開
発
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

が
ほ
ぼ
無
か
っ
た
た
め
、
こ
の
媒
体
が
出

来
た
こ
と
で
駅
の
中
で
の
桜
通
口
エ
リ
ア

の
価
値
も
高
ま
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

４
．
お
わ
り
に

　

名
古
屋
駅
利
用
者
数
は
ま
だ
コ
ロ
ナ
以

前
に
は
戻
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
が
、
駅

メ
デ
ィ
ア
は
コ
ロ
ナ
前
以
上
に
効
果
や
視

認
性
な
ど
媒
体
周
辺
を
含
め
た
空
間
の
価

値
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
ご
紹
介

し
た
事
例
に
よ
り
、
名
古
屋
駅
を
更
に
魅

力
あ
る
駅
に
す
る
こ
と
で
（
駅
の
価
値
を

高
め
る
こ
と
で
）、
よ
り
多
く
の
人
が
集
ま

り
、
広
告
視
認
数
も
増
え
、
広
告
効
果
、

媒
体
価
値
が
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

鉄
道
会
社
と
と
も
に
広
告
効
果
や
媒
体

価
値
の
基
盤
と
な
る
「
駅
と
い
う
空
間
の

価
値
を
ど
の
よ
う
に
高
め
ら
れ
る
か
？
」

私
た
ち
媒
体
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
発

想
で
こ
れ
か
ら
も
媒
体
開
発
や
価
値
の
創

造
に
、
日
々
務
め
て
参
り
ま
す
。

第2回メイエキ＋「ファッション・CG作品総選挙　with 名古屋モード学園・ＨＡＬ名古屋」

メイエキ＋アトコレ 駅の美術館

メイエキ＋LINEアカウント

グラウンドメディア名古屋（福井県観光PR実施時）

エントランスメディア名古屋桜通口
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「キハ281 トレインルーム」
理事　林　雅子（北海道旅客鉄道株式会社）

　

皆
さ
ん
の
子
供
の
頃
の
「
将
来
の
夢
」
は
何

で
し
た
か
？

　
「
鉄
道
の
運
転
士
」
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
ず
、

「
な
り
た
い
職
業
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
上
位
に
入
っ

て
い
ま
す
。
最
近
はY

ouTuber

な
ど
の
新
し
い

職
業
が
ラ
ン
ク
上
位
に
入
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

変
わ
ら
ず
名
前
を
連
ね
て
い
る
と
こ
ろ
に
根
強

さ
を
感
じ
ま
す
。

　

運
転
席
に
座
っ
て
、
指
を
差
し
出
し
、
出
発

進
行
！
マ
ス
コ
ン
（
運
転
レ
バ
ー
）
を
操
作
し

ゆ
っ
く
り
と
列
車
が
動
き
出
し
ま
す
。
ガ
タ
ン

ゴ
ト
ン
と
音
を
立
て
な
が
ら
、
列
車
は
線
路
を

滑
る
よ
う
に
走
り
ま
す
。
あ
っ
、
次
の
駅
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

な
き
ゃ
。
先
頭
車
の
窓
か
ら
前
を
見
て
「
運
転

士
さ
ん
」
を
夢
見
た
人
は
多
い
の
で
は
？

　

そ
ん
な
夢
を
思
う
存
分
実
現
で
き
る
場
所
が

あ
り
ま
す
。
今
年
10
月
、
J
R
北
海
道
ホ
テ
ル

ズ
株
式
会
社
が
運
営
す
る
宿
泊
特
化
型
ホ
テ
ル

「
J
R
イ
ン
千
歳
」
に
新
設
し
た
、
ホ
ン
モ
ノ

志
向
の
コ
ン
セ
プ
ト
ル
ー
ム
「
キ
ハ
２
８
１
ト

レ
イ
ン
ル
ー
ム
」

で
す
。

　

J
R
イ
ン
の
ト

レ
イ
ン
ル
ー
ム
は

「
J
R
イ
ン
函
館
」

の
「
キ
ハ
40
ト
レ

イ
ン
ル
ー
ム
」
に

次
い
で
、
２
つ
目
。

今
回
題
材
に
し
た

キ
ハ
２
８
１
は
１
９
９
４
年
３
月
か
ら
28
年
間
、

札
幌
と
函
館
を
結
ぶ
特
急
ス
ー
パ
ー
北
斗
・
北

斗
と
し
て
運
行
し
、
気
動
車
と
し
て
当
時
日
本

一
の
速
さ
を
誇
っ
た
J
R
北
海
道
を
代
表
す
る

車
両
の
一
つ
で
す
。「
キ
ハ
２
８
１
ト
レ
イ
ン
ル

ー
ム
」
は
、
こ
の
勇
姿
を
後
世
に
も
残
そ
う
と
、

本
物
の
列
車
の
部
品
を
使
っ
て
、
J
R
北
海
道

グ
ル
ー
プ
の
総
力
を
挙
げ
て
作
り
上
げ
た
渾
身

の
コ
ン
セ
プ
ト
ル
ー
ム
で
す
。

　

客
室
入
り
口
横
に
は
キ
ハ
２
８
１
の
ホ
ン
モ

ノ
の
貫
通
扉
。
足
を
一
歩
踏
み
入
れ
る
と
、
キ

ハ
２
８
１
の
先
頭

車
に
描
か
れ
て
い

た
「F

U
R

IC
O

」

の
ロ
ゴ
が
視
界
に

飛
び
込
ん
で
き
ま

す
。
こ
の
空
間
を 

“
ひ
と
り
じ
め
”

す
る
こ
と
で
、
子

供
の
頃
憧
れ
た
「
運
転
士
」
と
い
う
夢
を
一
晩

中
実
現
で
き
る
の
で
す
！

　

65
イ
ン
チ
の
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
る
の

は
、
実
際
の
運
転
台
か
ら
撮
影
し
た
、
北
海
道

の
大
自
然
の
中
を
颯
爽
と
走
る
特
急
北
斗
の
迫

力
の
あ
る
ホ
ン
モ
ノ
の
映
像
で
す
。
重
量
感
の

あ
る
マ
ス
コ
ン
（
も
ち
ろ
ん
ホ
ン
モ
ノ
！
）
を

引
く
と
、
ス
ピ
ー
ド
メ
ー
タ
ー
の
針
が
連
動
し

て
動
き
ま
す
。
こ
の
動
き
の
再
現
に
も
当
社
の

「
職
人
」
が
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
列
車
の
色
々
な

「
音
」
で
す
。
エ
ン
ジ
ン
の
う
な
り
、
汽
笛
、
車

内
放
送
の
チ
ャ
イ
ム
、
ど
れ
も
ホ
ン
モ
ノ
の
音

と
ボ
タ
ン
を
使
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
「
こ
ん

な
音
ま
で
？
」
と
い
う
、
ト
イ
レ
の
洗
浄
音

も
あ
る
ん
で
す
！
「
ゴ
ー
、
ズ
ポ
ッ
」
と
い
う
、

あ
の
音
を
録
る
た
め
だ
け
に
、
空
っ
ぽ
だ
っ
た

水
タ
ン
ク
に
改
め
て
ト
イ
レ
洗
浄
水
用
の
水
を

入
れ
て
録
音
し
ま
し
た
。
車
掌
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

体
験
で
き
る
よ
う
実
際
に
使
用
し
て
い
た
マ
イ

ク
な
ど
の
機
器
類
も
設
置
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　

ま
た
、
宿
泊
特
典
と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
宿

泊
証
明
書
と
運
転
士
が
使
用
す
る
携
帯
時
刻
表

の
レ
プ
リ
カ
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
夢
を
達
成

し
た
証
に
も
な
り
ま
す
ね
。　

　

ち
な
み
に
宿
泊
第
１
号
は
ご
夫
婦
で
し
た
。

意
外
（
？
）
に
も
、
ご
夫
婦
の
宿
泊
も
多
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

子
供
の
頃
の
夢

を
実
現
す
る
も
よ

し
。
童
心
に
返
っ

て
楽
し
む
の
も
よ

し
。
キ
ハ
２
８
１

の
想
い
出
に
ひ
た

る
も
よ
し
。
思
う

存
分
運
転
士
気
分

が
味
わ
え
る
「
キ

ハ
２
８
１
ト
レ
イ

ン
ル
ー
ム
」
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

次
回
の
広
場
も
お
楽
し
み
に
。

広 場

客室入口

客室内観

計器類

広
告
掲
出

「
コ
ア
ラ
の
マ
ー
チ
」
×
「
フ
ラ
ン
ク 

ミ
ュ

ラ
ー
」
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
広
告
概
要

①
掲
出
場
所
：
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
駅
臨
時

柱
巻
広
告
（
銀
座
四
丁
目
交
差
点
改
札
付

近
）

掲
出
期
間
：
２
０
２
３
年
３
月
20
日
（
月
）

～
３
月
26
日
（
日
）

②
掲
出
場
所
：
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
駅
構
内

広
告
・
銀
座
プ
レ
ミ
ア
ム
セ
ッ
ト

（
A
11
出
口
付
近
、
B4
出
口
付
近
、
B5
・

B6

出
口
付
近
他
）

掲
出
期
間
：
２
０
２
３
年
３
月
27
日
（
月
）

～
４
月
２
日
（
日
）

● 

支 

部 

便 

り 

●

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

首
都
圏
支
部
（
赤
石
良
治
支
部
長
）
で

は
、
11
月
13
日
に
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本

企
画
大
会
議
室
に
講
師
に
株
式
会
社
ロ
ッ

テ
の
坂
本
実
咲
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
、

２
０
２
３
年
度
第
２
回
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
24
社
52
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

交
通
広
告
を
使
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展

開
事
例
だ
っ
た
の
で
、
出
席
さ
れ
た
会
員

社
の
皆
さ
ま
は
熱
心
に
聴
講
を
し
て
い
ま

し
た
。

実
務
研
修
を
開
催
し
ま
し
た

　

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部
（
伊
藤
義
彦

支
部
長
）
で
は
、
９
月
21
日
（
木
）
に
、

リ
ア
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
で
交
通
広

告
実
務
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

会
場
に
12
社
32
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
33

社
１
１
６
名
の
参
加
が
あ
り
多
く
の
会
員

社
の
皆
さ
ま
と
最
新
の
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

詳
細
は
次
の
通
り
で
す
。

日
時
：
９
月
21
日
（
木
）
13
：
30
～
16
：
00

会
場
：
㈱
J
R
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
会
議
室 

リ
ア
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

開
催

第
１
部　

13
：
40
～
14
：
40

演
題
：「
鉄
道
沿
線
の
特
性
と
魅
力
に
つ
い

て
」

︿
理
論
編
﹀

講
師
：
㈱
J
R
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ　

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
統
括

局　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
局
長　

尾
張
英
正
氏

︿
実
践
編
﹀
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

講
師
：
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
プ
ロ
ダ
ク
ト
統
括

本
部
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
室

S
U
U
M
O
編
集
部　

S
U
U
M
O
編
集

首
都
圏
支
部

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部

日
時
：
２
０
２
３
年
11
月
13
日
（
月
）

会
場
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
大

会
議
室

講
師
：
株
式
会
社
ロ
ッ
テ　

マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
本
部
情
報
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
部
宣
伝

企
画
課　

坂
本
実
咲
氏

演
題
：
コ
ア
ラ
の
マ
ー
チ
×
フ
ラ
ン
ク 

ミ
ュ
ラ
ー
交
通
広
告
展
開

株
式
会
社
ロ
ッ
テ
の
「
コ
ア
ラ
の
マ
ー

チ
」
と
ス
イ
ス
高
級
機
械
式
腕
時
計
ブ
ラ

ン
ド
「
フ
ラ
ン
ク 

ミ
ュ
ラ
ー
」
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
商
品
を
期
間
限
定
で
販
売

し
た
際
の
広
告
展
開
の
企
画
に
つ
い
て
で

す
。
３
月
21
日
（
火
）
に
新
商
品
「
コ
ア

ラ
の
マ
ー
チ
︿
レ
モ
ン
タ
ル
ト
﹀
」
が
発

売
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
に
、“
楽
し
い
ひ
と

時
”を
お
届
け
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、「
コ

ア
ラ
の
マ
ー
チ
︿
チ
ョ
コ
﹀
」、「
コ
ア
ラ

の
マ
ー
チ
︿
い
ち
ご
﹀
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト
絵
柄
に｢

フ
ラ

ン
ク 

ミ
ュ
ラ
ー｣

の
イ
メ
ー
ジ
を
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の
に
加
え
、「
フ
ラ
ン

ク 

ミ
ュ
ラ
ー
」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
記
念
し
て
、
３
月
20
日
（
月
）
か
ら
４

月
２
日
（
日
）
ま
で
の
期
間
限
定
で
、
コ

ア
ラ
の
マ
ー
チ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
“
コ
ア

ラ
の
マ
ー
チ
く
ん
”
が
「
フ
ラ
ン
ク 

ミ
ュ

ラ
ー
」
の
東
京
本
店
が
あ
り
、
ハ
イ
ブ
ラ

ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
が
多
く
並
ぶ
街
・
銀
座
駅

で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
観
が
溢
れ

る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
広
告
を
展
開
し
ま
し
た
。

講師の坂本実咲氏

熱心に聴講する皆さま
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１
G
G
M　

柿
崎
隆
氏

㈱
J
R
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ 

交
通
メ
デ
ィ
ア
統
括
局　

販
売
企
画
局
次

長　

木
村
素
彦
氏

第
２
部　

14
：
50
～
15
：
50

演
題
：「
屋
外
広
告
、
交
通
広
告
の
変
遷
」

講
師
：
㈱
J
R
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ　

交
通
メ
デ
ィ
ア
統
括
局
長　

横
山

新
一
氏

参
加
者
：
会
場
32
名
／
オ
ン
ラ
イ
ン

１
１
６
名

研
修
会
を
行
い
ま
し
た

　

四
国
支
部
（
久
保
正
支
部
長
）
で
は
、
10

月
12
日
（
木
）
～
13
日
（
金
）
に
わ
た
り
九

州
に
て
広
告
媒
体
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

日
時
：
２
０
２
３
年
10
月
12
日
（
木
）
～

13
日
（
金
）

場
所
：
小
倉
駅
・
新
山
口
駅

目
的
：
小
倉
駅
お
よ
び
新
山
口
駅
広
告
媒

体
視
察

参
加
者
：
支
部
会
員
７
社
14
名

概
要
：
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
九

州
に
て
広
告
媒
体
研
修
会
を
実
施
、
小
倉
駅

お
よ
び
新
山
口
駅
の
広
告
媒
体
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
支
部
会
員
同
士
で
、
活
発
な
意
見

お
よ
び
情
報
交
換
を
行
い
、
大
変
有
意
義
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

四
国
支
部

開会のあいさつをする冨田栄次副支部長

第 2 部講師の横山氏 会場の皆さま

第 1 部講師の尾張氏、柿崎氏、木村氏 ( 左から )

　

環
境
委
員
会
（
冨
田
栄
次
委
員
長
）
は
、

11
月
７
日
（
火
）
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本

企
画
12
階
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

に
て
、
２
０
２
３
年
度
第
１
回
委
員
会
を

委
員
６
名
が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
新
井
良
亮
会
長
よ
り
、

　

日
本
を
取
り
巻
く
世
界
情
勢
が
大
変
複

雑
化
し
て
き
て
お
り
、不
安
定
要
素
が
多
々

あ
る
中
、
広
告
業
界
で
社
会
に
対
し
て
何

の
提
案
が
で
き
る
か
を
考
え
て
行
か
な
く

環
境
委
員
会

委
員
会
便
り

小倉駅のデジタルサイネージ

小倉駅にて参加者集合新山口駅のデジタルサイネージ

新山口駅

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
冨
田
栄
次
委
員
長
よ
り
、

　

鉄
道
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
優
れ
て
い

て
、
大
量
輸
送
な
ど
交
通
分
野
全
体
の
環

境
負
荷
の
軽
減
に
非
常
に
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
実
際
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
目
的
と
し
て
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
共
交
通
広
告
業
界
に

と
り
ま
し
て
は
広
告
主
、
鉄
道
媒
体
社
、

広
告
代
理
店
と
ポ
ス
タ
ー
、
看
板
と
い
っ

た
素
材
を
含
め
た
政
策
綱
領
を
含
め
た
取

り
付
け
会
社
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の

製
造
取
り
付
け
配
信
会
社
と
関
連
会
社
そ

れ
ぞ
れ
が
各
領
域
に
お
い
て
出
さ
れ
た
課

題
を
超
え
て
い
く
こ
と
が
現
在
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
先
月
か
ら
東
京
証
券
取
引
所

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
最
近
の
若
い
人
た
ち

は
、
商
品
や
企
業
を
選
択
す
る
時
に
、
企

業
の
目
的
は
何
か
、
理
念
は
何
な
の
か
と

い
っ
た
こ
と
に
あ
わ
せ
て
環
境
問
題
に
も

心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

既
存
の
延
長
線
上
で
そ
の
問
題
を
考
え

て
い
た
の
で
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
誰
も
振

り
向
い
て
く
れ
ま
せ
ん
の
で
、
付
加
価
値

を
つ
け
た
も
の
、
或
い
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
戦
略
を
立
て
て

い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
が
収
束
し
た
現
在
、
鉄
道
を
利
用
す
る

人
は
以
前
の
７
、
８
割
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
環
境
問
題
を

提
案
す
る
の
か
、
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
環

境
下
で
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か

あ
る
い
は
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
る
の
か
、
企

業
が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
皆

さ
ん
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　●次号Vol.82は2月1日発行予定です。お楽しみに。

活
用
開
始｣

の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
出
さ

れ
た
株
式
会
社
オ
リ
コ
ム
よ
り
、
加
藤
慎

吾
氏
、
熊
谷
学
氏
、
近
藤
岳
彦
氏
の
３
名

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
事
例
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　

概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

日
時
：
２
０
２
３
年
11
月
７
日
（
火
）

13
時
30
分
～
15
時
00
分

会
場
：
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
12
階

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
A

会
議
次
第
：

新
井
良
亮
会
長
挨
拶

冨
田
栄
次
委
員
長
挨
拶

議
題

（
１
）
環
境
活
動
事
例
報
告

株
式
会
社
オ
リ
コ
ム

毎年 1回心を無にして木彫りに挑戦しています。今回は、
巻貝を彫ってみました。円錐形を作り、らせん状に筋を彫
り入れればいいのではと安直に考えていましたが、巻貝の
蓋の部分の構造が思った以上に複雑で、貝の巻きが緩く
なってしまいました。三次元を再現するのって難しいです
ね。次回もチャレンジします。みなさまの 2024 年のチャ
レンジ教えてください。

●メールと写真、ご意見、ご感想はこちらへどうぞ。　 
information@j-jafra.jp

●会員社の代表者、他が
変更になった場合は、
ホームページ（http://j-jafra.jp）
の「各種届出書類」に
変更届がありますので、ご記入
の上、事務局宛にお送り下さい。
ご協力お願いします。

編集後記

に
お
い
て
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。民
間
企
業
の
グ
リ
ー

ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
出
た

取
り
組
み
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
期
待

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
こ
と

は
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
各
企
業
に
と
っ
て
作
業
面
で
も
コ

ス
ト
面
で
も
負
担
が
増
す
と
い
う
こ
と
も

事
実
で
、
そ
れ
相
応
の
覚
悟
が
必
要
な
分

野
で
す
。
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
各
社
そ

れ
ぞ
れ
ご
意
見
を
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す

の
で
活
発
な
議
論
に
よ
り
、
有
意
義
な
も

の
に
な
り
ま
す
よ
う
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
19
日
に｢

自
社
で
使
用
す

る
印
刷
物
の
『
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
』説明するオリコム加藤慎吾氏（左）

自
社
使
用
印
刷
物
の「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
」
活
用

・
事
例
紹
介

・
質
疑
応
答

（
２
）
今
年
度
事
業
報
告

・
第
17
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施
報
告

（
３
）
そ
の
他

・
今
後
の
委
員
会
活
動
に
つ
い
て 

現
在
使
用
し
て
い
る
J
A
F
R
A
の
環
境

方
針
ポ
ス
タ
ー
並
び
に
カ
ー
ド
は
２
０
１

５
年
作
成
の
も
の
な
の
で
、
以
降
、
環
境

に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
に
大
き
な
変
化

が
あ
る
の
で
、
更
新
す
る
時
期
が
来
て
い

る
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

現在使用されている環境方針ポスター


